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授
業
料
無
償
化
・
農
業
戸
別
所
得
補

償
」
に
象
徴
さ
れ
る
「
直
接
支
援
」

ゆゆ
うう農
林業で郷土

ふ る さ と

再生
元気な郷土（ふるさと） 創造宣言！

謹
賀
新
年明

け
ま

し
て
お
め

で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
輝
か
し
い
新
年
を

お
迎
え
の
こ
と
と
、
心
よ
り
お

喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
昨
年
十
二
月
十
六
日

に
行
わ
れ
た
総
選
挙
で
は
、
民

主
党
に
厳
し
い
審
判
を
い
た
だ

き
、
あ
ら
た
め
て
信
頼
さ
れ
る

政
治
の
必
要
性
を
感
じ
た
と
こ

ろ
で
あ
り
、
新
政
権
は
、
地
方

に
配
慮
し
た
政
治
を
行
っ
て
ほ

し
い
と
願
っ
て
お
り
ま
す
。

北
海
道
経
済
は
、
依
然
と
し

て
厳
し
い
環
境
を
抜
け
出
す
こ

と
が
で
き
ず
、
効
果
的
な
経
済

対
策
や
雇
用
対
策
が
求
め
ら
れ

て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
昨
年
の
農
業
に
お
け

る
稲
作
に
つ
い
て
は
、
二
年
連

続
の
豊
作
と
戸
別
所
得
補
償
制

度
に
よ
り
、
着
実
に
農
家
の
所

得
が
向
上
し
て
お
り
、
早
急
に

こ
の
制
度
の
法
制
化
を
図
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。

一
方
、
畑
作
に
つ
い
て
は
、
高

温
障
害
の
影
響
を
受
け
て
、
て

ん
菜
の
糖
度
低
下
や
馬
鈴
薯
の

不
作
、
さ
ら
に
は
野
菜
の
価
格

低
迷
な
ど
、
農
家
の
皆
さ
ま
の

努
力
が
報
わ
れ
な
い
結
果
と
な

り
ま
し
た
。

そ
の
よ
う
な
中
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交

渉
参
加
問
題
に
つ
い
て
は
、
農

業
は
も
と
よ
り
、
さ
ま
ざ
ま
な

分
野
で
の
影
響
が
多
大
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
断
固
参
加
さ
せ
な

い
運
動
を
さ
ら
に
強
化
し
て
い

か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

北
海
道
は
、
農
林
水
産
業
が

基
幹
産
業
の
地
域
で
す
。
第
一

次
産
業
の
元
気
が
地
域
の
元
気

を
取
り
戻
す
こ
と
に
な
る
と
信

じ
、
農
政
委
員
会
副
委
員
長
、

超
党
派
の
農
政
議
連
・
林
活
議

連
の
役
員
と
し
て
、
こ
れ
か
ら

も
活
動
す
る
決
意
で
す
。

北
海
道
議
会
議
員

北
口
雄
幸

生
活
者
、

現
場
、

ふ
る
さ
と
を

守
る

我
が
国
は
、
長
年
「
政
・
官
・
業
」

の
癒
着
に
よ
っ
て
政
策
が
決
め
ら

れ
、
「
天
下
り
」
を
通
じ
て
地
方
へ

予
算
が
配
分
さ
れ
る
形
で
中
央
集

権
を
つ
く
り
上
げ
て
き
ま
し
た
。
そ

れ
を
私
達
は
「
子
ど
も
手
当
・
高
校

へ
と
大
き
く
転
換
し
て
き
ま
し
た
。

ま
た
郵
政
改
革
や
地
方
交
付
税

の
復
元
な
ど
「
地
方
重
視
」
も
貫
い

て
き
ま
し
た
。

特
に
私
自
身

30
年
来
主
張
し
て

き
た
「
農
業
の
戸
別
所
得
補
償
」
は

実
現
で
き
ま
し
た
が
、
法
制
化
ま
で

仕
上
げ
る
こ
と
が
出
来
な
か
っ
た

こ
と
は
心
残
り
で
す
。
「
６
次
産
業

化
」
と
併
せ
て
ふ
る
さ
と
を
守
る
政

策
づ
く
り
を
今
後
も
提
言
し
続
け

て
い
き
ま
す
。

私
達
が
め
ざ
し
た
も
の
は
「
生
活

者
主
義
」「
現
場
主
義
」「
ふ
る
さ
と

主
義
」
で
す
。
こ
れ
は
政
治
の
原
点

で
あ
る
と
確
信
し
て
お
り
、
こ
の
姿

勢
を
貫
き
、
今
後
も
活
動
を
進
め
て

い
く
決
意
で
す
。

２
０
１
３
年
が
皆
様
に
と
っ
て

幸
せ
多
い
一
年
で
あ
り
ま
す
よ
う

祈
念
い
た
し
ま
す
。

前
農
林
水
産
副
大
臣

佐
々
木

隆

博

ここ
うう
便便
りり
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戸別所得補償制度の継続と法制化を！
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元気な郷土（ふるさと） 創造宣言！

今
定
例
会
は
、
衆
議
院
総
選

挙
が
12
月
４
日
告
示
16
日
投

開
票
の
日
程
で
実
施
さ
れ
た
こ

と
か
ら
、
一
般
質
問
終
了
後
に

休
会
し
、
総
選
挙
終
了
後
に
予

算
特
別
委
員
会
で
の
質
疑
を
開

始
す
る
、
変
則
的
な
会
期
設
定

で
行
わ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、師
走
選
挙
と
政
権
交
代

が
重
な
り
、
国
の
予
算
編
成
作

業
は
事
実
上
、
年
明
け
か
ら
行

わ
れ
る
状
況
と
な
り
、
予
算
委

員
会
で
は
、
地
方
財
政
を
含
む

財
政
運
営
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
、

経
済
対
策
な
ど
に
つ
い
て
、
道

の
見
通
し
を
質
し
ま
し
た
が
、

い
ず
れ
も
「
国
の
動
向
を
見
極

め
た
い
」
と
す
る
主
体
性
に
欠

け
る
答
弁
に
終
始
し
ま
し
た
。

公
共
事
業
は

旧
来
手
法

政
権
を
担
う
こ
と
に
な
る
自

民
党
及
び
公
明
党
は
、
選
挙
戦

を
通
じ
て
国
債
大
増
発
も
辞
さ

な
い
大
規
模
公
共
事
業
に
よ
る

景
気
対
策
を
主
張
し
、
大
型
補

正
予
算
を
明
ら
か
に
し
て
い
ま

す
。
し
か
し
、
小
泉
政
権
以
降

続
い
た
公
共
事
業
抑
制
に
よ
り
、

地
域
で
は
役
所
に
も
業
者
に
も

大
幅
な
事
業
増
加
を
受
け
入
れ

る
能
力
が
な
く
な
っ
て
い
る
と

の
指
摘
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
自
治
体
財
政
が
、
事

業
増
加
に
対
応
す
れ
ば
、
借
金

増
に
陥
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
、

知
事
も
答
弁
で
は
、「
社
会
資
本

整
備
拡
大
に
伴
う
地
方
負
担
に

は
、
財
政
措
置
拡
充
を
要
望
す

る
」
と
の
姿
勢
を
示
ま
し
た
。

そ
も
そ
も
、
自
治
体
財
政
に

つ
い
て
は
、
小
泉
政
権
、
引
き

続
く
安
倍
政
権
時
代
に
、
経
済

財
政
諮
問
会
議
路
線
で
、
地
方

交
付
税
を
大
幅
に
縮
減
さ
れ
た

も
の
の
、
民
主
党
政
権
下
で
の

復
元
で
、
自
治
体
財
政
は
一
息

つ
い
た
状
況
で
す
。
し
か
し
、

こ
の
地
方
交
付
税
に
つ
い
て
も

財
務
省
で
は
、
国
家
公
務
員
の

賃
金
引
き
下
げ
に
応
じ
た
大
幅

削
減
を
主
張
す
る
動
き
も
あ
り
、

年
明
け
に
本
格
化
す
る
予
算
編

成
を
注
視
し
て
い
か
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

不
明
な

原
発
政
策

ま
た
、
原
発
政
策
、
エ
ネ
ル
ギ

ー
政
策
に
つ
い
て
は
、
原
発
の

安
全
性
、
大
間
原
発
等
の
新
設

原
発
の
取
り
扱
い
、
代
替
エ
ネ

ル
ギ
ー
や
送
電
網
整
備
対
応
等

へ
の
新
政
権
の
対
応
は
明
確
に

な
っ
て
い
ま
せ
ん
。
従
来
の
自

民
党
政
権
の
経
済
性
重
視
で
安

全
性
軽
視
の
姿
勢
に
復
帰
す
る

こ
と
の
な
い
よ
う
今
後
も
議
論

を
重
ね
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

４
９
６
億
円
を

補
正

道
の
補
正
予
算
案
は
、
開
会

初
日
と
会
期
最
終
日
の
２
回
に

分
け
て
提
案
さ
れ
ま
し
た
。

冒
頭
提
案
分
は
、
国
の
経
済

危
機
対
応
や
地
域
活
性
化
予
備

費
分
の
公
共
事
業
及
び
農
業
基

盤
整
備
費
、
災
害
復
旧
事
業
費
、

端
境
期
対
策
の
投
資
単
独
事
業

費
な
ど
、
一
般
会
計
で
３
４
９

億
円
。
最
終
日
提
案
分
は
、
国

の
予
備
費
対
応
追
加
に
伴
う
も

の
で
、
公
共
事
業
費
、
緊
急
雇

用
創
出
等
の
基
金
の
増
枠
な
ど
、

一
般
会
計
で
１
４
７
億
円
で
す
。

こ
の
補
正
予
算
に
よ
っ
て
、

平
成
24
年
度
の
道
予
算
の
規
模

は
、
一
般
会
計
２
兆
８
０
４
３

億
円
、
特
別
会
計
５
３
５
７
億

円
の
合
計
３
兆
３
４
０
０
億
円

と
な
り
ま
し
た
。

採
択
さ
れ
た

決
議
・

意
見
書

●
道
民
の
医
療
を
守
る
た
め
の

充
実
・
強
化
を
求
め
る
意
見
書

●
私
立
専
修
学
校
に
関
す
る
新

学
校
種
の
創
出
と
財
源
措
置
に

関
す
る
意
見
書
●
国
内
製
油
所

の
分
散
配
置
に
よ
る
エ
ネ
ル
ギ

ー
安
定
供
給
体
制
の
確
立
に
関

す
る
意
見
書
●
義
務
教
育
等
学

習
機
会
の
充
実
に
関
す
る
法
整

備
を
求
め
る
意
見
書

第
四
回
定
例
道
議
会
報
告
（
11
月
27
日
～
12
月
25
日
）

項 目 一般会計 特別会計 合計

現 計 予 算 2,754,740,404 535,740,068 3,290,480,472

４定 補正 額 49,584,305 0 49,584,305

通常補正 34,917,216 0 34,917,216

追加補正 14,667,089 0 14,667,089

合 計 2,804,324,709 535,740,068 3,340,064,777

平成 24 年第 4 回定例会で議決された補正予算（単位：千円）

本
会
議
で
農
政
委
員
会
で
の
審
議
事
項
を
報
告
（
12
月
25
日
）
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元気な郷土（ふるさと） 創造宣言！

写
真
で
振
り
返
る
北
口
道
議
の
活
動
記
録
（
10
月
～
12
月
）

多寄町での新そば祭りに参加（10 月 7 日）北海道森づくりフェスタで記念植樹（10 月 21 日）

士別市功労章及び社会貢献表彰式（11 月 2 日）藤井吉信前上川町議会議長を労う会（11 月 8 日）

道消防協旭川地方ブロック定期総会（11 月 9 日）逢坂誠二衆議に過疎法の見直しを要請（11 月 4 日）

士別市立武徳小学校の閉校式で挨拶（11 月 24 日）

↑
さ
っ
ぽ
ろ
市
士
別
ふ
る
さ
と
の

集
い
交
流
会
（
10
月
20
日
）

郡司大臣に TPP 交渉参加反対を要請（11 月 16 日）

↓
中
富
良
野
町
農
民
連
盟
の
定
期

総
会
で
挨
拶
（
12
月
20
日
）
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北
口
道
議
の
奮
闘
ぶ
り
を
ブ

ロ
グ
か
ら
抜
粋
し
て
紹
介
し
ま

す
。（
10
月
～
12
月
分
）

◆
10
月
27
日
【
中
川
商
業
高
校

閉
校
式
】
▼
『
誠
実
』
を
校
訓
に

持
つ
北
海
道
中
川
商
業
高
等
学

校
は
、
２
年
前
か
ら
新
入
生
の

募
集
を
停
止
し
、
来
年
３
月
を

も
っ
て
63
年
の
歴
史
に
幕
を
閉

じ
る
こ
と
と
な
り
、
今
日
閉
校

式
が
挙
行
さ
れ
た
（
中
略
）
▼

今
日
の
記
念
式
典
で
生
徒
会
長

の
岡
本
紗
綺
さ
ん
は
、「
入
学
当

時
は
先
輩
が
お
り
、
閉
校
の
実

感
が
な
か
っ
た
が
、
２
年
生
・

３
年
生
に
な
る
に
つ
れ
、
後
輩

が
入
学
せ
ず
、
在
校
生
も
私
た

ち
だ
け
に
な
る
と
、
や
は
り
さ

み
し
い
限
り
だ
。
し
か
し
、
地

域
の
皆
さ
ん
に
親
し
ま
れ
、
励

ま
さ
れ
て
こ
の
学
校
で
学
ん
だ

こ
と
を
誇
り
に
思
い
、
こ
れ
か

ら
社
会
の
中
で
頑
張
る
」
と
、

決
意
を
込
め
た
ご
挨
拶
を
さ
れ

た
。

◆
11
月
３
日
【
富
良
野
市
功
労

表
彰
式
】
▼
富
良
野
市
で
は
、
そ

れ
ぞ
れ
の
分
野
で
永
年
の
活
動

に
よ
り
貢
献
が
あ
っ
た
方
に
、

『
富
良
野
市
功
労
賞
』
を
昭
和

44
年
か
ら
贈
呈
し
て
お
り
、
現

在
ま
で
述
べ
３
６
６
名
が
受
賞

さ
れ
て
い
る
▼
今
年
は
、
功
労

表
彰
に
５
名
の
皆
さ
ん
が
受
賞

し
、
能
登
富
良
野
市
長
が
式
辞

の
中
で
そ
れ
ぞ
れ
の
活
動
の
ご

功
績
を
報
告
、
表
彰
状
を
授
与

さ
れ
た
。

◆
11
月
22
日
【
お
む
す
び
お
ひ

ろ
め
会
】
▼
今
日
は
、
い
い
夫
婦

の
日
。
そ
ん
な
今
日
、
農
家
の

若
手
奥
さ
ん
で
組
織
す
る
「
し

べ
つ
ク
ル
ー
ル
（
大
友
歩
美
会

長
ほ
か
11
名
）」
主
催
の
お
む
す

び
お
ひ
ろ
め
会
に
参
加
し
て
き

た
（
中
略
）
▼
今
日
の
食
材
は
、

お
に
ぎ
り
は
な
な
つ
ぼ
し
、
南

瓜
は
ま
さ
か
り
南
瓜
と
地
元
産

に
こ
だ
わ
っ
た
お
む
す
び
と
お

総
菜
を
い
た
だ
い
た
と
こ
ろ
だ
。

ま
た
、
ご
は
ん
本
来
の
味
を
出

す
た
め
、
文
化
鍋
で
炊
く
な
ど
、

炊
き
方
に
も
こ
だ
わ
っ
て
い
る
。

今
日
提
供
さ
れ
た
お
む
す
び
と

お
総
菜
は
、
材
料
費
の
み
の
負

担
と
し
て
５
０
０
円
で
提
供
い

た
だ
い
た
が
、
今
後
本
格
的
に

販
売
す
る
よ
う
に
な
れ
ば
、
価

格
の
設
定
や
製
造
場
所
等
の
課

題
も
明
ら
か
に
な
っ
た
▼
今
後
、

こ
の
よ
う
な
６
次
産
業
化
へ
の

取
り
組
み
は
、
是
非
と
も
成
功

し
て
ほ
し
い
も
の
で
あ
り
、
私

も
し
っ
か
り
と
応
援
し
た
い
と

思
っ
て
い
る
。

◆
12
月
17
日
【
多
寄
農
連
定
期

総
会
】
▼
今
回
で
65
回
目
と
な

る
多
寄
農
民
連
盟
の
定
期
総
会

に
は
、
代
議
員
約
50
人
が
参
加

し
て
開
催
さ
れ
た
▼
冒
頭
、
上

山
委
員
長
は
、「
今
回
の
選
挙
は
、

自
民
党
圧
勝
、
民
主
党
惨
敗
の

選
挙
だ
っ
た
。
民
主
党
が
国
民

の
期
待
の
応
え
ら
れ
な
か
っ
た

こ
と
へ
の
結
果
で
は
な
い
か
。

北
口
ゆ
う
こ
う
奮
闘
日
記

h
ttp

://y-k
ita

g
u
c
h
i.n

e
t/

閉校式でご挨拶する岡本紗綺さん

受賞された皆さんと記念撮影

しべつクルールの皆さんと記念撮影

多寄農連定期総会でご挨拶
元気な郷土（ふるさと） 創造宣言！

た
だ
、
残
念
な
の
は
、
戸
別
所

得
補
償
制
度
の
法
制
化
が
な
さ

れ
な
か
っ
た
こ
と
や
Ｔ
Ｐ
Ｐ
問

題
で
の
情
報
が
不
足
し
た
こ
と

だ
。
こ
れ
か
ら
も
、
持
続
可
能

な
農
業
を
目
指
し
、
し
っ
か
り

頑
張
っ
て
い
こ
う
」
と
挨
拶
さ

れ
た
。
そ
の
後
、
牧
野
士
別
市

長
や
佐
々
木
農
林
水
産
副
大
臣

に
続
き
、
私
に
も
ご
挨
拶
の
機

会
を
い
た
だ
き
、
て
ん
菜
の
低

糖
度
問
題
や
25
年
産
の
米
の
生

産
数
量
目
標
な
ど
に
つ
い
て
お

話
し
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。

【
ひ
と
り
ご
と
】

▼
「
民
主
党
惨
敗
、
自
民
党
勝
利
」

で
終
わ
っ
た
衆
議
院
選
挙
で
あ

っ
た
▼
３
年
４
ヶ
月
前
、『
国
民

の
生
活
が
第
一
』
を
キ
ャ
ッ
チ
フ

レ
ー
ズ
に
、
民
主
党
政
権
が
誕
生

し
た
。
こ
の
間
、
鳩
山
政
権
、
菅

政
権
、
野
田
政
権
と
３
人
の
首
相

が
誕
生
し
た
が
、
政
権
与
党
と
し

て
の
経
験
不
足
が
露
呈
し
、
何
も

決
め
ら
れ
な
い
党
と
揶
揄
さ
れ

た
。
し
か
し
、
戸
別
所
得
補
償
制

度
や
高
校
の
授
業
料
無
償
化
、
地

方
交
付
税
の
復
元
な
ど
、
多
く
の

成
果
も
あ
っ
た
▼
今
後
、
新
し
い

政
権
で
は
、
生
活
者
や
地
方
に
光

を
あ
て
る
政
治
を
し
て
ほ
し
い
。

そ
れ
が
、
私
た
ち
の
さ
さ
や
か
な

願
い
で
あ
る
。

（
ゆ
う
こ
う
）


